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研究成果の概要（和文）：今回の研究は日本の高等学校の部活動の教育的な役割について調査し

た。結論から言うと、部活動（とくに運動部）に関わっている者は、その活動を通してさまざ

まなことを学び、身につけていると信じ、そして、部活動は進路、自己認識、価値観などと、

強い相関関係があることがわかった。実態調査に基づく客観的な統計はほとんど無かったから、

この研究は、「印象」程度だった部活動の教育的効果を客観的なデータで証明した。 

 

 
研究成果の概要（英文）： This study provides valuable data empirically demonstrating 
strong correlations between Japanese high school students who participate in 
extracurricular clubs and their self-assessment of certain character traits and values, 
as well as attitudes towards school and career choices.  
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１．研究開始当初の背景 

私はこれまで高校野球を具体例として、日

本における高等学校の部活動の教育的役割

について調査してきた。 

これまでの研究でわかったことは、高等学

校の野球部で活動することが、対人関係のス

キルや人格形成に役立つと、多くの高校野球

の監督・コーチ、部員が強く信じていること

だった。 

その研究成果は、すでにいくつかの欧米学

術 雑 誌 に 論 文 と し て 公 表 し て い る
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and the Invention of a Tradition,” Social 

Science Japan Journal 11:2 [2008] 等)。

現在、アメリカの大学出版会からの著書出版

に向けて、内容をとりまとめているところで

ある。 

 
２．研究の目的 

これまでに行なった調査は、野球部の実態

解明だけに終わっていた。そのため、①野球

部以外の部活動の教育的な役割がどうなっ

ているのか、②他の部活動に比べて、野球部

がどれだけの教育効果を持っているのか、と

いう点の考察が不十分であった。 

本研究会は、以上の問題意識に基づき、以

下の調査計画を立てた。上記の項目につけく

わえて、部活動の経験が高校卒業後の人生に

おいてどのような影響を及ぼしているのか、

そして、部活動の加入者／非加入者、そして

加入する部による生徒の進路や自己認識や

価値観に違いがあるかどうかを検証し、各部

活動間の比較検討を行なうための調査を計

画した。 

 
３．研究の方法 

以上の計画をもとに実施したのが、現高校

三年生を対象にした「高校三年生の学生活意

識調査」のアンケートである。 

このアンケートは 2009 年（平成 21 年）の

秋から 2011 年（平成 23 年）の春まで全国 8

つの都道府県（北海道、茨城県、千葉県、東

京都、山梨県、鳥取県、島根県、大分県）か

ら 18 校の高等学校のご協力をいただき、計

3,753 名から回答を得ることができた。なお、

このアンケートを実施すると同時に各高等

学校を訪問し、部活動の練習、活躍ぶりなど

を観察し、先生や生徒達などとのインタビュ

ーも行いました。 

本アンケートは、（１）部活動についての

項目（部活動に入部したかどうか、入部した

なら何部に入部したか、練習や活動の時間、

部の強さなど）、（２）本人についての項目（本

人の自己認識、価値観、そして高校卒業後の

進路など）の大きく２つのパートにわかれて

いる。 

 
４．研究成果 

多くの人は、おおすじの印象としては部活

動の教育的効果を認めているし、それは文化

部より運動部についてより強く感じている。

しかし、実態調査に基づく客観的な統計はほ

とんど無かったから、この研究は、「印象」

程度だった部活動の教育的効果を客観的な

データで証明した。 

さて、学生たちは部活動で何を学んでいる

のだろうか。以下の表のそれぞれの項目の平

均値を計算するために、次の点数をそれぞれ

の答えに与えた：「とても当てはまる」＝４

点．「やや当てはまる」＝3 点．「あまり当

てはまらない」＝2 点．「全然当てはまらな

い」＝1 点。すべての項目の平均値が「2.5

点」を超えていることから、部活動がさまざ

まな観点から学びの場として肯定的な評価

を得ていることがわかる。 

平均値を比較してみると、「親しい友人が

できた」といった人間関係の形成についての

値が高い。「技術や能力が向上した」という

部活動そのものについての項目以外にも、

「感謝の気持ちの大切さを覚えた」「挨拶が

できるようになった」「礼儀正しくなった」

といった日常生活の規律面での学びに、多く

の者が肯定的な評価を下している。部活動の

「教育的効果」は、正規の学校教育だけでは

身につきにくい、人間関係や日常生活の規律

面で大きく働いている。 

 

 

 



 部を通して、何を学んで、何を得たのかの

平均値  

 

平均

値 

運動

部 

文化

部 

親しい友人ができた 3.59 3.67 3.39 

技術や能力が向上した 3.41 3.48 3.23 

感謝の気持ちの大切さ

覚えた 
3.40 3.50 3.15 

挨拶ができるようにな

った 
3.35 3.48 3.03 

礼儀正しくなった 3.32 3.45 2.98 

親しい先輩ができた 3.30 3.46 2.90 

困難に耐える意思(根

性)が身に付いた 
3.27 3.44 2.83 

集中力が身に付いた 3.24 3.35 2.96 

協調性が身に付いた 3.21 3.30 3.00 

顧問の先生との繋がり

が深くなった 
3.11 3.18 2.95 

体力がついた 3.08 3.52 1.99 

自分の意見が言えるよ

うになった 
2.98 3.07 2.77 

問題の解決力が身に付

いた 
2.91 2.99 2.70 

親しい異性ができた 2.28 2.34 2.13 

 

部活動の種類によって、学びの内容に違い

が出るのは、想像がつきやすい。たとえば、

運動部は文化部よりも体力がつくはずだと、

だれもが予想するだろう（実際、そのとおり

の結果が出ているのだが）。しかし、おどろ

くべきことに、運動部はすべての項目で、文

化部よりも高い平均値を出しているのであ

る。運動部の部員たちは、文化部の部員たち

よりも、さまざまな点について、学び、身に

付けていると感じているわけである。 

部活動――とくに運動部――に関わって

いる者は、その活動を通してさまざまなこと

を学び、身につけていると信じている。そし

て、部活動を行なうことは、進路、自己認識、

価値観と、強い相関関係があることがわかる。

たとえば、進路について、検討してみた。 

 

部のタイプ 就職 進学 
その

他 

運動部 17.4% 81.6% 1.0% 

文化部 19.7% 78.1% 2.2% 

部活なし 24.5% 71.8% 3.7% 

 

また、多くの部活動の参加者が部を通して

「感謝の気持ちの大切さを覚えた」や「礼儀

正しくなった」などと答えている。なお、自

己認識の面では、部活動の加入者が未加入者

より「自分は感謝の気持ちを忘れない」と答

えている（全体の平均値：3.17、運動部：3.23、

文化部：3.18、部活なし：3.05）、または「自

分は礼儀正しい・挨拶をしっかりする」と答

えている（全体の平均値：3.13、運動部：3.20、

文化部：3.16、部活なし：2.98）。 

 

自分は… 全体 
運動

部 

文化

部 

部活

なし 

友達を大事に

する 
3.44 3.50 3.42 3.34 

人生に運は重

要だと思う 
3.37 3.42 3.34 3.32 

上下関係を大

事にしている 
3.22 3.32 3.23 3.04 

感謝の気持ち

忘れない 
3.17 3.23 3.18 3.05 

礼儀正しい・

挨拶をしっか

りする 

3.13 3.20 3.16 2.98 

元気・明るい 2.93 3.05 2.80 2.82 

正直だ 2.89 2.93 2.90 2.84 



協調性がある 2.86 2.95 2.82 2.72 

決めたことは

最後までやり

とげる 

2.78 2.87 2.77 2.65 

我慢強い 2.75 2.83 2.77 2.61 

努力型・一所

懸命頑張る 
2.75 2.86 2.76 2.56 

やさしい・思

いやり 
2.73 2.77 2.69 2.67 

根性がある 2.73 2.89 2.67 2.50 

責任感がある 2.70 2.75 2.75 2.58 

意思をもって

行動できる・

積極的 

2.70 2.79 2.69 2.57 

思考力がある 2.56 2.60 2.57 2.52 

私には人並み

の能力 
2.54 2.57 2.55 2.47 

体力がある 2.48 2.85 2.05 2.15 

自信がある 2.10 2.16 2.03 2.03 

全体として自

分に満足して

いる 

2.04 2.09 2.05 1.98 

頭がいい・勉

強ができる 
1.87 1.84 1.94 1.86 

 

そして、価値観の面では、多くの項目で部

活動加入者(とくに運動部)が部活動未加入

者を上回っている。ただし、「体力」の項目

では、部活動未加入者が文化部加入者をはっ

きりと上回っている。そして、「根性」、「正

直さ」、「上下関係」も、ほんのわずかであ

りながら、部活動未加入者が文化部加入者を

上回っている。つまり、運動部の部員たちは、

文化部の部員たちや部活動未加入者たちよ

りも、多くの価値観について大切であると信

じているのである。 

 

 
全体 

運動

部 

文化

部 

部活

なし 

礼儀 3.81 3.82 3.83 3.78 

友達･仲間 3.81 3.83 3.80 3.78 

感謝の気持

ち 
3.78 3.80 3.81 3.73 

やさしさ・

思いやり 
3.77 3.79 3.79 3.72 

一所懸命努

力 
3.74 3.77 3.75 3.69 

責任感 3.70 3.72 3.70 3.66 

積極性 3.69 3.71 3.67 3.67 

協調性 3.64 3.66 3.64 3.60 

思考力 3.60 3.62 3.59 3.56 

我慢強さ 3.59 3.63 3.58 3.53 

根性 3.59 3.62 3.55 3.56 

元気・明る

さ 
3.56 3.60 3.55 3.50 

正直さ 3.47 3.51 3.42 3.44 

自信 3.41 3.46 3.37 3.36 

上下関係 3.41 3.47 3.35 3.36 

学習能力 3.35 3.36 3.34 3.33 

体力 3.20 3.25 3.12 3.17 

 

なお、野球部とそれ以外の運動部の比較に

ついて言及しておこう。今回集めたデータに

よると、これまで私が主張してきたように、

野球部は他の運動部と比べて「教育的」であ

った。すべての項目で最も平均値が高いとい

うわけではなかったが、ほとんどの項目で上

位に位置していた。なお、野球部員の回答者

の数が他の運動部に比べて相対的に多かっ

たことから(運動部の 3番目に多かった)、そ

の回答の信頼性は他の部と比べて高いと考

えられる。野球が「教育的」である理由は、

ここで詳細に論じることはできないが、これ



までの日本野球の歴史や高野連（財団法人日

本高等学校野球連盟）の影響が大きい。ただ、

本研究で明らかになったことの 1つは、野球

部だけが極端に「教育的」であるとは言えな

いことだ。私は野球部を「運動部」の典型例

として見るべきであろう。 

   

  この調査から運動部、文化部の双方とも、

一定の教育的効果があることが明確になっ

た。では、部活動に参加しない生徒に対して、

部活動を補完する教育はありうるのだろう

か。本調査からあきらかになった課題はそう

した部活動の参加／不参加のあいだにある

教育格差の問題である。部活動に参加しない

生徒たちの実態と部活動を補完する教育に

関しては今後の課題としたい。 
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